
④
商
業
の
ご
み
減
量
化
・
資
源
化
へ
の
取
り
組
み

■
樋
口
泰
雄

　
循
環
型
社
会
の
構
築
に
は
、
市
民
の
消
費
生
活
と

直
結
す
る
商
業
関
係
の
事
業
所
の
積
極
的
な
取
り
組

み
も
欠
か
せ
な
い
。
横
浜
市
内
で
も
、
空
き
缶
・
ト

レ
ー
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
生
ご
み
等
々
資
源
ご
み
の

回
収
と
リ
サ
イ
ク
ル
、
き
め
細
か
い
分
別
作
業
、
省

エ
ネ
型
の
照
明
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
建
物
の
設
計
・

建
材
の
選
択
な
ど
、
ご
み
の
減
量
や
省
エ
ネ
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
む
商
業
関
係
の
事
業
所
が
増
え
て

い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
環
境
問
題
に
積
極
的
に

取
り
組
む
事
業
所
の
中
か
ら
、
商
店
街
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
量
販
店
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

か
ら
一
事
例
ず
つ
取
り
上
げ
た
。

　
そ
れ
ら
の
事
業
所
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
「
持

続
的
に
、
環
境
保
全
に
取
り
組
ま
な
い
限
り
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
発
展
も
見
込
め
な
い
」
と
い
う
認
識
で
、
い

ず
れ
も
そ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
市
民
ヘ
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
る
点
だ
。

１

中
区
協
同
組
合
伊
勢
佐
木
町
商
店
街

１
地
域
ぐ
る
み
で
の
取
り
組
み
を
目
指
す

①
―
基
本
的
考
え
方

　
商
店
会
と
し
て
の
取
り
組
み
は
、
九
七
年
に
開
始

さ
れ
た
事
業
系
ご
み
の
有
料
化
へ
の
対
策
か
ら
始
ま

っ
た
。
そ
れ
ま
で
各
店
が
バ
ラ
バ
ラ
に
出
し
て
い
た

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
毎
週
金
曜
日
に
特
定
の
場
所
（
三
力

所
）
に
持
参
す
れ
ば
、
各
店
の
負
担
は
無
料
で
済
む
、

と
い
う
仕
組
み
に
し
た
。
こ
れ
に
エ
り
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
の
効
率
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
や
、
ま
ち
の
美
観
に
も

プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。

　
こ
の
実
績
が
評
価
さ
れ
た
た
め
か
、
二
〇
〇
〇
年

八
月
、
市
環
境
事
業
局
か
ら
、
同
商
店
会
に
「
モ
デ

ル
エ
コ
商
店
街
に
な
っ
て
は
」
と
い
う
要
請
が
あ
り
、

理
事
会
で
検
討
、
紆
余
曲
折
を
経
て
、
同
年
末
に
モ

デ
ル
商
店
街
化
を
決
定
、
今
年
二
月
九
日
の
エ
コ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
開
設
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

②
―
組
織
と
具
体
的
活
動

ア
組
織

　
同
協
同
組
合
の
環
境
問
題
推
進
組
織
と
し
て
、

「
エ
コ
商
店
街
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
」
を
去
年
の

八
月
か
ら
約
十
五
名
で
立
ち
上
げ
、
こ
の
委
員
会
で

環
境
へ
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て
き
た
。

イ
具
体
的
活
動

組
合
員
の
リ
サ
イ
ク
ル
デ
ー

　
従
来
通
り
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
中
心
に
資
源
ご
み
を

組
合
員
が
処
分
場
所
ま
で
持
参
す
る
。

住
民
参
加
の
リ
サ
イ
ク
ル
デ
ー

　
今
年
の
二
月
か
ら
、
組
合
員
だ
け
で
な
く
地
域
住

民
も
、
空
き
缶
や
空
き
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の

資
源
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
に
回
せ
る
よ
う
、
第
二
と

第
四
金
曜
日
の
午
前
十
～
十
二
時
に
、
商
店
街
内
の

三
ヵ
所
に
工
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
特
設
し
て
い
る
。

雨
天
で
も
決
行
し
、
当
日
は
各
受
付
場
所
に
加
盟
店

の
協
力
者
三
人
ず
っ
が
、
受
付
や
整
理
に
当
た
る
。

　
ま
た
、
あ
る
メ
ー
カ
ー
が
無
償
で
貸
し
出
し
て
く

れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
圧
縮
す
る
減
容
機
一
台
を
、

四
丁
目
に
あ
る
同
協
同
組
合
の
駐
車
場
脇
に
設
置

し
、
常
時
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

エ
コ
チ
ケ
ッ
ト
の
発
行

　
住
民
参
加
促
進
と
同
商
店
街
加
盟
店
へ
の
来
店
増

を
図
る
手
段
と
し
て
発
行
し
て
い
る
。
リ
サ
イ
ク
ル

デ
ー
に
資
源
ご
み
を
持
参
し
た
人
及
び
加
盟
店
で
買

い
物
の
際
、
ノ
ー
包
装
に
協
力
し
た
消
費
者
に
進
呈

す
る
。

　
消
費
者
は
二
十
枚
た
め
る
と
百
円
分
の
買
い
物
券

に
交
換
さ
れ
、
大
多
数
の
同
協
同
組
合
加
盟
店
二

部
は
不
参
加
）
で
買
い
物
や
喫
茶
な
ど
に
使
え
る
。

　
加
盟
店
は
一
枚
五
円
で
百
枚
単
位
で
購
入
す
る
。

一
部
の
飲
食
店
は
、
箸
を
持
参
し
た
お
客
に
進
呈
す

る
と
い
う
参
加
形
態
を
と
っ
て
い
る
。

住
民
参
加

　
　
「
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
い
う
住
民
と
共
に
環
境
問
題
を
考
え
る

組
織
を
つ
く
り
、
六
月
七
日
に
は
、
市
環
境
事
業
局

の
減
量
推
進
課
長
や
エ
コ
ラ
イ
フ
神
奈
川
の
代
表
、

京
都
大
学
研
究
員
ら
を
講
師
と
し
た
会
合
も
開
い
て

い
る
。

１
―
中
区
協
同
組
合
伊
勢
佐
木
町
商
店
街
―
地
域
ぐ

　
　
る
み
で
の
取
り
組
み
を
目
指
す

２
―
ス
リ
ー
エ
フ
ー
環
境
対
策
は
不
可
欠
と
い
う
認

　
　
識
の
も
と
に
全
社
的
組
織
の
確
立
や
独
白
基
準

　
　
の
設
置
な
ど
ト
ー
タ
ル
に
取
り
組
む

３
―
モ
ザ
イ
ク
モ
ー
ル
港
北
―
徹
底
し
た
分
別
で
リ

　
　
サ
イ
ク
ル
率
七
〇
％
を
達
成

４
―
相
鉄
ロ
ー
ゼ
ン
株
式
会
社
―
ト
レ
ー
回
収
ポ
イ

　
　
ン
ト
カ
ー
ド
の
実
験
開
始
、
東
日
本
の
小
売
業

　
　
で
は
初
の
試
み

商
店
街
の
概
要

　
Ｊ
Ｒ
関
内
駅
前
か
ら
続
く
伊
勢
佐
木
町
商
店
街
の

う
ち
三
～
七
丁
目
の
約
八
百
メ
ー
ト
ル
の
商
店
街
。

加
盟
店
は
約
二
百
五
十
店
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

化
な
ど
街
並
み
整
備
は
市
内
有
数
。
明
治
時
代
は
、
外

国
人
居
留
者
が
出
入
り
す
る
ま
ち
と
し
て
賑
わ
い
、

大
正
時
代
は
、
芝
居
小
屋
や
寄
席
、
飲
食
店
な
ど
が
増

え
、
横
浜
を
代
表
す
る
繁
華
街
と
な
っ
た
。
近
年
は
、

各
地
に
有
力
な
商
業
集
積
が
増
え
景
気
低
迷
と
合
わ

せ
、
廃
業
店
も
増
え
、
以
前
ほ
ど
の
集
客
力
は
な
く

な
っ
て
い
る
。
工
コ
活
動
は
そ
の
打
開
策
の
一
つ
で

も
あ
る
。
協
同
組
合
化
は
一
九
五
一
年
（
昭
和
二
十

六
年
）
。

伊勢佐木町商店街エコステーション
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③
―
成
果
と
課
題

ア
社
会
的
評
価

　
こ
の
事
業
に
は
市
環
境
事
業
局
の
助
言
の
ほ
か
、

市
経
済
局
か
ら
「
商
店
街
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
補

助
金
」
も
得
た
（
平
成
十
二
年
度
十
八
万
六
千
円
）
。

イ
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

　
市
の
支
援
を
得
て
実
施
し
た
事
業
、
環
境
と
い
う

社
会
的
課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、

伊
勢
佐
木
町
商
店
街
と
い
う
横
浜
を
代
表
す
る
老
舗

商
店
街
が
取
り
組
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
で
マ
ス
コ
ミ

で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
同
商
店
街
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た
。

ウ
加
盟
店
意
識
向
上

　
こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識

を
高
め
る
加
盟
店
が
増
え
て
い
る
。
第
二
と
第
四
の

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
受
付
や
整
理
に
協
力
す
る

一
般
組
合
員
が
出
て
き
た
り
、
箸
を
持
参
し
た
お
客

に
エ
コ
チ
ケ
ッ
ト
を
進
呈
し
て
、
消
費
者
へ
の
啓
発

と
自
店
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
飲
食
店
も
出
て

き
た
。

エ
よ
り
一
層
の
啓
発
活
動

　
今
後
の
課
題
は
、
「
組
合
員
及
び
住
民
・
来
街
者

へ
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
活
動
と

そ
れ
を
通
し
て
伊
勢
佐
木
町
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ

と
」
（
同
協
同
組
合
の
村
田
敏
行
副
理
事
長
）
。

２

ス
リ
ー
エ
フ
―
環
境
対
策
は
不
可
欠
と
い
う

認
識
の
も
と
に
全
社
的
組
織
の
確
立
や

独
自
基
準
の
設
置
な
ど
ト
ー
タ
ル
に
取
り
組
む

①
―
環
境
へ
の
基
本
的
考
え
方
―
環
境
対
策
は
、
経

　
　
営
対
策

　
株
式
会
社
ス
リ
ー
エ
フ
で
は
、
「
二
十
一
世
紀
は
、

持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
、
環
境
と
経
営
を
両
立
さ

せ
る
企
業
を
目
指
す
」
と
い
う
基
本
的
考
え
方
の
も

と
、
社
内
の
体
制
、
店
舗
づ
く
り
、
商
品
展
開
、
広

報
な
ど
、
経
営
の
全
部
門
に
渡
り
、
環
境
対
策
を
重

視
し
た
活
動
を
し
て
い
る
。

②
―
組
織
と
具
体
的
活
動

ア
組
織
―
全
部
門
に
担
当
者
設
置

　
環
境
委
員
会
と
環
境
推
進
会
議
メ
ン
バ
ー
を
推
進

役
に
、
事
務
局
的
存
在
と
し
て
三
人
の
専
従
ス
タ
ッ

フ
を
擁
す
る
環
境
推
進
室
を
設
置
し
て
い
る
。
環
境

委
員
会
は
、
同
社
の
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
最
高
審
議
及
び
決
定
機
関
で
、
毎
月
一
回
開
催

し
、
各
部
門
長
と
推
進
メ
ン
バ
ー
が
出
席
す
る
。
環

境
推
進
会
議
は
、
本
部
を
二
十
部
門
、
店
舗
を
一
部

門
に
分
け
、
各
部
門
か
ら
一
～
二
名
の
実
務
担
当
者

が
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
月
一
～
二
回
開
催
し
て
い
る
。

　
加
盟
店
に
対
し
て
は
、
ス
ト
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

本
部
と
の
橋
渡
し
役
と
な
り
、
店
舗
の
内
部
環
境
監

査
員
も
務
め
る
。
ま
た
、
各
部
門
ご
と
に
毎
年
、
環

境
活
動
の
取
り
組
み
状
況
を
評
価
す
る
。

イ
具
体
的
活
動

独
自
の
基
準
課
す
商
品
を
増
加

　
健
康
、
安
全
・
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
開
発
に
力

を
入
れ
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
商
品
で
も
そ
の
よ

う
な
条
件
に
合
致
す
る
商
品
を
独
自
に
選
定
、
Ｈ
２

Ｅ
（
ヘ
ル
シ
ー
、
ハ
ー
ト
フ
ル
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
頭

文
字
）
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
つ
け
、
販
売
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
白
米
や
野
菜
な
ど
は
、
農
家
と
契
約
し
、

農
薬
や
肥
料
の
内
容
に
つ
い
て
一
定
の
基
準
を
設

け
、
そ
れ
を
ク
リ
ア
ー
し
た
も
の
を
Ｈ
２
Ｅ
と
し
て

い
る
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
出
な
い
容
器
・
包
装

　
全
て
の
弁
当
・
惣
菜
等
の
容
器
包
装
類
に
は
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
の
発
生
要
因
と
い
わ
れ
る
塩
ビ
類
は
使
用

し
て
い
な
い
。
弁
当
・
惣
菜
工
場
等
で
使
用
す
る
手

袋
も
非
塩
ビ
系
の
素
材
を
使
用
し
て
い
る
。

無
駄
な
廃
棄
物
減
少
・
省
資
源

　
二
〇
〇
〇
年
二
月
か
ら
は
、
割
り
箸
・
ス
プ
ー

ン
・
フ
ォ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
必
要
と
い
う
お
客
の

み
に
渡
し
て
い
る
。
レ
ジ
袋
や
包
装
紙
の
使
用
削
減
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
再
生
エ
プ
ロ
ン
使
用
、
レ
シ
ー
ト
を

再
生
紙
五
〇
％
か
ら
七
〇
％
使
用
の
も
の
を
導
入
な

ど
幅
広
い
取
り
組
み
に
努
め
て
い
る
。

省
エ
ネ
照
明
等

　
現
状
の
明
る
さ
を
維
持
し
な
が
ら
、
省
エ
ネ
を
実

現
す
る
照
明
調
光
シ
ス
テ
ム
を
本
部
、
店
舗
で
導
入

し
て
い
る
。
使
用
済
み
蛍
光
灯
は
素
材
ご
と
に
リ
サ

イ
ク
ル
、
屋
根
や
外
壁
は
高
断
熱
の
複
合
パ
ネ
ル
を

使
用
し
、
空
調
の
消
費
電
力
を
少
な
く
し
て
い
る
。

スリーエフH2E商品

特
集
・
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
⑤
事
業
所
の
ご
み
減
量
化
、
資
源
化
へ
の
取
り
組
み

ぺットボトル減容機
ス
リ
ー
エ
フ
会
社
概
要

・
設
立
一
九
八
一
年
二
月
（
神
奈
川
県
を
本
拠
と
す

　
る
フ
ジ
ス
ー
パ
ー
（
現
フ
ジ
シ
テ
ィ
オ
）
の
コ
ン

　
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
事
業
部
か
ら
独
立

・
本
社
　
神
奈
川
県
横
浜
市

・
資
本
金
　
十
三
億
九
千
六
百
十
五
万
円

・
店
舗
数
　
六
百
八
店
（
神
奈
川
、
東
京
、
千
葉
、

　
埼
玉
）

・
従
業
員
数
　
四
百
五
十
九
人
（
店
舗
の
従
業
員
・

　
パ
ー
ト
を
含
め
る
と
一
万
人
以
上
）

・
年
間
販
売
額
　
千
八
十
四
億
円
（
二
〇
〇
一
年
二

　
月
決
算
期
。
前
年
比
〇
・
七
％
増
）

・
一
店
平
均
の
日
商
は
五
十
一
万
円
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外
壁
内
壁
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
材
料
を
使
用
。

　
夜
間
に
氷
を
作
る
省
エ
ネ
、
少
な
い
水
で
汚
れ
を

と
る
ト
イ
レ
、
共
同
配
送
や
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

プ
の
徹
底
、
社
用
車
を
低
公
害
車
に
切
り
換
え
る
、

と
い
っ
た
総
合
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

③
―
推
進
の
た
め
の
啓
発
活
動

　
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
同
社
の
啓
発
活
動
は
、
本

部
社
員
に
は
環
境
委
員
会
と
環
境
推
進
会
議
の
結
果

を
委
員
が
各
種
会
議
な
ど
で
説
明
す
る
ほ
か
社
内
報

を
活
用
し
て
い
る
。
店
舗
従
業
員
に
対
し
て
は
、

「
エ
コ
ネ
ッ
ト
」
と
い
う
隔
週
の
情
報
誌
や
「
N
e
w
s
」

と
い
う
隔
月
の
環
境
情
報
誌
を
配
布
す
る
ほ
か
ス
ト

ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
通
じ
て
パ
ー
ト
従
業
員
へ
の
教

育
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
毎
年
、
独
自
の
環
境
レ
ポ
ー
ト
を
制
作
、

店
舗
の
あ
る
自
治
体
や
商
工
会
議
所
・
商
工
会
、
消

費
者
な
ど
に
配
布
し
て
い
る
。

　
昨
年
七
月
に
は
、
環
境
へ
の
取
り
組
み
の
国
際
規

格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
を
同
社
と
し
て
取
得

し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
も
と
づ
き
、
各
部
署
で
環
境

に
負
荷
の
か
か
る
要
素
を
抽
出
し
、
対
策
を
検
討
す

る
と
い
っ
た
活
動
も
展
開
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
同
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹

介
し
て
い
る
。
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
h
r
e
e
-
f
.
c
o
.
j
p
/

④
―
成
果
と
今
後
の
課
題

　
こ
の
二
年
余
り
の
積
極
的
取
り
組
み
で
、
社
員
・

加
盟
店
の
環
境
に
つ
い
て
の
意
識
改
革
も
徐
々
に
進

ん
で
お
り
、
ま
た
、
昨
秋
は
同
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
た
東
京
都
練
馬
区
の
小
学
校
の
先
生
か
ら
「
ス

リ
ー
エ
フ
と
し
て
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

生
徒
に
説
明
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
要
望
が
寄
せ
ら

れ
、
同
校
で
「
エ
コ
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
た
。

　
横
須
賀
市
に
は
同
社
の
実
験
店
舗
と
し
て
の
エ
コ

店
舗
を
開
設
、
今
後
の
店
舗
展
開
の
参
考
と
す
る
。

　
今
後
の
課
題
は
、
社
員
・
加
盟
店
従
業
員
の
一
層

の
意
識
改
革
、
消
費
者
の
理
解
進
展
、
そ
し
て
紙

と
電
気
の
使
用
減
と
廃
棄
物
の
減
少
。

　
環
境
対
策
に
は
、
年
間
約
三
億
円
を
か
け
て
い
る

が
、
そ
れ
だ
け
の
価
値
は
あ
る
と
い
う
の
が
同
社
の

見
解
だ
。

３

モ
ザ
イ
ク
モ
ー
ル
港
北
―
徹
底
し
た
分
別
で

リ
サ
イ
ク
ル
率
七
〇
％
を
達
成

①
―
環
境
へ
の
考
え
方

　
平
成
十
二
年
三
月
に
、
市
営
地
下
鉄
セ
ン
タ
ー
北

駅
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た
モ
ザ
イ
ク
モ
ー
ル
港
北
は
、

「
エ
コ
ロ
ジ
ー
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ

に
開
発
さ
れ
、
自
然
と
の
融
合
を
感
じ
さ
せ
る
設
計
、

資
材
を
使
用
す
る
な
ど
、
「
自
然
環
境
を
意
識
し
た

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て

い
る
。

②
―
「
排
出
さ
れ
た
物
は
す
べ
て
資
源
」
の
考
え
方

　
　
で
徹
底
し
た
十
四
分
別

　
こ
の
テ
ー
マ
の
一
環
と
し
て
、
廃
棄
物
に
つ
い
て

も
減
量
化
・
資
源
化
を
推
進
。
「
排
出
さ
れ
た
物
は

す
べ
て
資
源
」
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
設
計
段
階
か

ら
地
下
に
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
廃
棄
物
の
保

管
・
処
理
施
設
）
を
組
み
込
み
、
売
り
場
等
か
ら
出

さ
れ
る
ご
み
を
十
四
項
目
に
も
分
別
し
て
い
る
。

　
ご
み
処
理
施
設
と
い
う
と
と
か
く
建
物
の
ス
ミ
に

追
い
や
ら
れ
が
ち
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
毎
日
利
用
す

る
従
業
員
が
搬
入
し
や
す
い
よ
う
に
効
率
的
な
導
線

を
考
え
た
上
で
最
適
な
位
置
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
約
一
一
百
㎡
で
、
約
四
万

㎡
と
い
う
店
舗
面
積
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
ス
ペ
ー

ス
で
建
物
全
体
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
の
処
理
が

可
能
な
の
か
と
心
配
す
る
ほ
ど
小
さ
く
思
え
る
が
、

効
率
的
な
設
計
や
圧
縮
機
の
導
入
、
囲
ま
れ
た
ス

ペ
ー
ス
で
な
く
、
一
方
向
を
排
出
の
た
め
の
車
両
な

ど
が
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
て

ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
、
な

ど
の
工
夫
で
、
少
な
い
ス
ペ
ー
ス
で
の
処
理
を
可
能

に
し
て
い
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
含
む
建
物

全
体
の
運
営
・
管
理
は
株
式
会
社
モ
ザ
イ
ク
開
発
が

担
当
し
て
い
る
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
人
口
に
は
「
廃
棄
物
・

資
源
物
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
大
き
く
表
示
さ
れ
、

十
四
分
別
の
内
容
、
保
管
場
所
、
導
線
、
分
別
方
法

モザイクモール港北リサイクルセンター分別マニュアル

スリーエフコンセプト図モ
ザ
イ
ク
モ
ー
ル
港
北
の
概
要

モ
ー
ル
（
専
門
店
街
、
百
二
十
六
店
舗
）

　
・
店
舗
面
積
　
二
一
、
六
一
五
㎡

　
・
年
商
　
百
三
十
億
円

　
・
従
業
員
数
　
千
百
人

都
筑
阪
急

・
店
舗
面
積
　
一
七
、
七
七
一
㎡

・
年
商
　
百
十
億
円

・
従
業
員
数
　
百
二
十
一
人
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

　
ト
九
十
八

株
式
会
社
モ
ザ
イ
ク
開
発
の
概
要

・
設
立
　
一
九
九
九
年
四
月

・
本
社
　
大
阪
市
北
区

・
資
本
金
　
一
億
円
（
阪
急
百
貨
店
一
〇
〇
％
出
資
）

・
事
業
内
容
　
総
合
的
・
複
合
的
商
業
開
発
デ
ベ
ロ

　
ッ
パ
ー
事
業

調査季報146号・2001.6●38



が
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
消
滅
型
生
ご
み

処
理
機
（
ゴ
ミ
サ
ー
）
二
機
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
減

容
機
、
段
ボ
ー
ル
プ
レ
ス
機
、
プ
レ
ス
型
コ
ン
パ
ク

タ
ー
、
冷
蔵
庫
が
設
置
さ
れ
、
職
員
二
名
が
常
駐
し

て
、
プ
レ
ス
な
ど
の
作
業
の
ほ
か
に
搬
入
す
る
従
業

員
に
対
し
て
の
助
言
・
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

［
分
別
内
容
］

生
ご
み
:
ポ
リ
バ
ケ
ツ
で
搬
入
。
搬
入
者
自
身
が
検

量
し
て
備
え
付
け
の
ノ
ー
ト
に
重
量
を
記
入
し
た

後
、
ゴ
ミ
サ
ー
に
投
入
。
一
連
の
作
業
は
す
べ
て
搬

入
者
自
身
が
行
う
、
以
下
も
同
じ
。

可
燃
ご
み
:
透
明
袋
で
搬
入
。
一
時
保
管
ボ
ッ
ク
ス

に
投
人

段
ボ
ー
ル
:
折
り
畳
ん
で
保
管
場
所
に

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
:
ス
テ
ッ
カ
ー
類
は
は
が
す

廃
油
:
一
斗
缶
で
搬
入

魚
腸
骨
:
専
用
容
器
で
搬
入
（
保
管
冷
蔵
庫
に
入
れ

て
お
く
）

び
ん
・
一
斗
缶
:
透
明
袋
で
搬
入
。
保
管
場
所
に

紙
類
・
新
聞
紙
・
雑
誌
・
Ｏ
Ａ
用
紙
・
牛
乳
バ
ッ

タ
:
種
類
別
に
分
別
し
て
ひ
も
等
で
し
ぼ
り
保
管
場

所
に
、
該
当
し
な
い
も
の
の
み
可
燃
ご
み
ボ
ッ
ク
ス

ハ
ン
ガ
ー
・
ビ
ニ
ー
ル
:
透
明
袋
で
搬
入
。
保
管
場

所
に
粗
大
ご
み

　
以
上
の
よ
う
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
従
業

員
自
身
に
よ
る
徹
底
し
た
分
別
の
結
果
、
一
般
的
に

は
五
〇
％
と
い
わ
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
約
七
〇
％

ま
で
引
き
上
げ
て
い
る
。
分
別
さ
れ
た
も
の
は
そ
れ

ぞ
れ
、
古
紙
問
屋
、
ガ
ラ
ス
問
屋
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
業

者
、
精
製
業
者
、
溶
融
業
者
な
ど
に
回
さ
れ
、
製

紙
・
ガ
ラ
ス
・
製
鉄
な
ど
の
メ
ー
カ
ー
を
通
し
て
再

製
品
化
さ
れ
る
。

③
―
生
ご
み
処
理
機
ゴ
ミ
サ
ー
の
導
入

　
焼
却
処
分
で
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
二
酸
化
炭
素
が

発
生
す
る
た
め
、
焼
却
せ
ず
に
処
理
す
る
方
法
は
大

き
く
消
滅
型
と
堆
肥
型
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
当
初

は
堆
肥
型
が
有
望
視
さ
れ
て
い
た
が
、
肥
料
と
し
て

多
量
使
用
す
る
と
土
壌
汚
染
を
引
き
起
こ
し
た
り
、

生
産
さ
れ
た
堆
肥
の
引
き
取
り
先
が
な
い
な
ど
の
問

題
が
生
じ
、
現
在
で
は
、
消
滅
型
が
主
流
と
な
っ
て

い
る
と
い
う
。

　
こ
こ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
も
消
滅
型
で
、
微
生

物
を
用
い
て
生
ご
み
を
水
と
炭
酸
ガ
ス
に
分
解
す

る
。
処
理
能
力
は
一
台
一
日
五
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
二

台
）
。
生
ご
み
が
発
生
し
た
時
点
で
随
時
投
人
で
き

る
た
め
悪
臭
・
害
虫
の
発
生
が
な
い
、
投
入
す
る
だ

け
で
あ
と
は
自
動
運
転
、
な
ど
の
長
所
が
あ
る
。

　
た
だ
し
、
脂
の
多
い
も
の
は
投
人
で
き
な
い
、
金

属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
異
物
を
投
人
す
る
と
故

障
の
原
因
に
も
な
る
、
な
ど
の
た
め
、
投
人
前
の
分

別
も
徹
底
し
て
指
導
。
異
物
の
投
入
が
発
見
さ
れ
た

時
に
は
、
写
真
に
撮
っ
て
担
当
者
に
注
意
を
促
す
な

ど
し
て
い
る
。

④
―
成
果
と
今
後
の
課
題

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
で
廃
棄
物
の
処
理

に
か
か
る
費
用
が
節
約
で
き
て
い
る
。
特
に
生
ご
み

に
つ
い
て
は
、
ゴ
ミ
サ
ー
導
入
に
よ
り
、
一
〇
〇
％

廃
棄
し
た
場
合
と
比
較
し
て
、
諸
経
費
な
ど
と
相
殺

し
て
も
節
約
率
が
高
い
。

　
運
営
す
る
モ
ザ
イ
ク
開
発
の
担
当
者
に
よ
れ
ば
、

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
八
〇
％
ま
で
は
到
達
可
能
だ
と
い

う
。
現
在
の
七
〇
％
を
引
き
上
げ
る
た
め
に
は
、
今

ま
で
以
上
に
徹
底
し
た
分
別
を
推
進
す
る
し
か
な

く
、
従
業
員
の
入
れ
替
え
な
ど
が
あ
る
た
め
、
絶
え

ず
意
識
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

毎
週
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
部
門
の
担
当
者
会
議
や
テ
ナ

ン
ト
会
議
を
開
催
し
て
い
る
。

４

相
鉄
ロ
ー
ゼ
ン
株
式
会
社
―
ト
レ
ー
回
収

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
実
験
開
始
、
東
日
本
の

小
売
業
で
は
初
の
試
み

①
―
ト
レ
ー
回
収
増
に
向
け
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の

　
　
実
験
開
始

　
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
で
の
ト
レ
ー
回
収
は
も
は
や
常

識
と
言
え
る
が
、
相
鉄
ロ
ー
ゼ
ン
㈱
で
は
、
回
収
量

を
さ
ら
に
増
や
す
た
め
、
二
店
舗
（
羽
鳥
店
＝
藤
沢

市
、
鎌
倉
深
沢
店
）
で
、
四
月
一
日
よ
り
、
ト
レ
ー

回
収
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
実
験
を
開
始
し
た
。
実
験

期
間
は
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年

間
。
西
日
本
で
は
す
で
に
小
売
業
三
社
で
導
入
さ
れ

て
い
る
が
、
東
日
本
で
は
同
社
が
初
の
導
入
と
い
う
。

　
ト
レ
ー
回
収
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
ウ
エ
ル
カ
ム

カ
ー
ド
（
Ｆ
Ｓ
Ｐ
＝
フ
リ
ー
ク
エ
ン
ト
・
シ
ョ
ッ

パ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
ズ
＝
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
や
メ

ン
バ
ー
プ
ラ
イ
ス
、
ボ
ー
ナ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の

特
典
が
あ
る
。
八
店
舗
で
実
施
）
の
会
員
へ
の
特
典

と
し
て
実
施
。

　
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
に
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製

ト
レ
ー
を
十
枚
単
位
で
持
参
す
る
と
、
ト
レ
ー
回
収

専
用
の
「
エ
コ
カ
ー
ド
」
に
一
ポ
イ
ン
ト
を
押
印
し
、

五
十
ポ
イ
ン
ト
で
五
百
円
分
の
買
い
物
券
と
交
換
す

る
。
買
い
物
券
の
引
換
期
間
は
平
成
十
四
年
四
月
三

十
日
ま
で
。

特
集
・
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
⑤
事
業
所
の
ご
み
減
量
化
、
資
源
化
ぺ
の
取
り
組
み

モザイクモール港北発泡スチロールのリサイクル
相
鉄
ロ
ー
ゼ
ン
株
式
会
社
概
要

・
設
立
　
一
九
六
二
年
八
月
（
翌
六
三
年
に
相
鉄
線

　
三
ツ
境
駅
前
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
一
号
店
を

　
出
店
）

・
本
社
　
神
奈
川
県
横
浜
市

・
資
本
金
　
五
十
三
億
子
六
十
八
万
円

・
事
業
内
容

　
そ
う
て
つ
ロ
ー
ゼ
ン
六
十
二
店
舗
、
専
門
店
リ
リ

　
オ
八
店
舗
、
映
画
館
相
鉄
ム
ー
ビ
ル
五
館
、
他
に

　
広
告
業
、
不
動
産
賃
貸
業

・
従
業
員
数
　
二
千
九
十
人

・
年
間
販
売
額
　
千
七
十
九
億
円
（
二
〇
〇
一
年
二

　
月
決
算
期
。
前
年
比
一
・
一
％
増
）
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こ
の
実
験
は
、
ト
レ
ー
等
の
製
造
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
㈱
エ
フ
ピ
コ
の
協
力
で
実
現
し
た
も
の
で
、
回
収

さ
れ
た
ト
レ
ー
は
同
社
に
て
再
生
さ
れ
て
い
る
。

　
環
境
へ
の
意
識
が
高
い
地
域
と
い
わ
れ
て
い
る
鎌

倉
深
沢
店
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
「
大

変
い
い
こ
と
だ
と
は
思
う
が
、
ポ
イ
ン
ト
を
も
ら
わ

な
く
と
も
ト
レ
ー
回
収
な
ど
に
積
極
的
に
協
力
す
る

つ
も
り
だ
」
と
い
う
消
費
者
の
反
応
が
多
か
っ
た
と

い
う
。

　
実
験
開
始
か
ら
ま
だ
二
ヵ
月
弱
な
た
め
、
正
確
な

デ
ー
タ
は
出
て
い
な
い
が
、
五
月
二
十
五
日
現
在
で

の
エ
コ
カ
ー
ド
の
発
行
枚
数
は
、
羽
鳥
店
約
百
四
十

枚
、
鎌
倉
深
沢
店
約
百
八
十
枚
。
今
回
の
実
験
は
一

年
間
だ
が
、
経
緯
を
見
な
が
ら
、
期
間
の
延
長
及
び

扱
い
店
舗
の
拡
大
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
と
い
う
。

②
―
環
境
へ
の
基
本
的
考
え
方

　
同
社
で
は
、
「
豊
か
な
生
活
へ
の
か
け
橋
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
使
い
、
省
エ

ネ
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
、
事
業
活
動
の
中
か
ら
環

境
破
壊
に
つ
な
が
る
要
素
を
排
除
し
、
環
境
を
守
る

活
動
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
、
十
条
か
ら
な
る

「
環
境
規
約
」
を
作
っ
て
い
る
。

③
―
組
織
と
具
体
的
活
動

ア
組
織

　
環
境
保
全
活
動
の
推
進
に
は
仕
組
み
づ
く
り
、
「
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
が
必
要
で
あ

る
と
の
認
識
か
ら
、
平
成
二
年
に
、
社
内
に
「
省
資

源
・
環
境
保
全
チ
ー
ム
」
（
現
・
環
境
問
題
委
員
会
）

を
発
足
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
委
員
会
は
三
つ
の
部
会

か
ら
な
っ
て
お
り
、
活
動
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
省
エ
ネ
・
省
資
源
・
リ
サ
イ
ク
ル
部
会
―
省
エ
ネ

対
策
、
再
生
紙
の
使
用
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
推
進
、

簡
易
包
装
・
包
装
容
器
・
包
装
資
材
の
研
究
、
ご
み

減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

　
環
境
保
全
商
品
開
発
部
会
―
環
境
保
全
型
商
品
の

開
発
・
導
入
・
販
売

　
施
設
環
境
保
全
部
会
―
大
気
汚
染
・
水
質
汚
濁
・

騒
音
・
悪
臭
の
防
止
、
特
定
フ
ロ
ン
対
策
へ
の
計
画

的
取
り
組
み
、
建
築
物
の
断
熱
性
・
設
備
機
器
の
省

エ
ネ
対
策

イ
具
体
的
活
動

店
頭
で
の
回
収

　
牛
乳
パ
ッ
ク
（
平
成
十
二
年
度
の
回
収
は
合
計
約

九
万
三
千
枚
）
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
同
・
約
二
十
一

万
本
）
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
ト
レ
ー
（
同
・
約
千
三

百
万
個
、
売
上
件
数
に
対
す
る
回
収
率
は
一
八
％
）
、

ア
ル
ミ
缶
（
同
・
約
三
百
三
十
万
個
）
、
ワ
ン
ウ
ェ

イ
ビ
ン
、
水
銀
・
ボ
タ
ン
型
電
池

買
い
物
袋
削
減
推
進

　
ス
ト
ア
全
店
で
買
い
物
袋
不
要
の
方
に
ス
タ
ン
プ

二
十
個
で
百
円
の
買
い
物
が
で
き
る
「
エ
コ
カ
ー
ド
」

を
発
行
（
平
成
十
二
年
度
の
発
行
金
額
は
合
計
約
千

五
百
万
円
、
消
費
者
の
協
力
率
は
五
・
三
％
）
。

簡
易
包
装
化

　
青
果
物
な
ど
に
対
す
る
包
装
資
材
の
削
減
、
ギ
フ

ト
商
品
の
簡
易
包
装
。

環
境
配
慮
製
品
の
導
入

　
ポ
リ
系
業
務
用
ラ
ッ
プ
使
用
、
コ
ン
テ
ナ
バ
ッ
グ

（
手
提
げ
袋
）
に
は
バ
ガ
ス
パ
ル
プ
（
サ
ト
ウ
キ
ビ

の
搾
り
か
す
）
を
使
用
。

再
生
紙
の
積
極
的
な
使
用

　
包
装
紙
・
レ
シ
ー
ト
・
コ
ピ
ー
紙
等
の
紙
類
は
古

紙
混
合
率
三
〇
～
八
〇
％
の
再
生
紙
を
使
用

ご
み
の
減
量

　
新
店
へ
の
生
ご
み
処
理
機
の
導
入
。

そ
の
他

　
納
品
車
両
の
削
減
、
グ
リ
ー
ン
購
入
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
参
加
、
各
種
環
境
関
連
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
積
極

的
な
出
展
な
ど
。

④
―
成
果
と
今
後
の
課
題

　
こ
れ
ら
一
連
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
平
成
六
年
に

は
、
「
横
浜
市
環
境
保
全
活
動
賞
（
企
業
の
部
）
」
及

び
「
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協
議
会
会
長
賞
」
を
受
賞
し

て
い
る
。

　
企
業
と
し
て
、
現
在
で
き
う
る
最
大
限
の
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
る
と
い
う
同
社
で
は
、
環
境
へ
の

負
荷
を
ト
ー
タ
ル
に
捉
え
た
活
動
を
よ
り
積
極
的
に

推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
現
在
は
、
今
ま
で
の
活
動

を
検
証
す
る
時
期
に
き
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。
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